
まちづくりに 

関わる変化

レジリエントな社会と 

まちの強靭性 

スマートシティと 

デジタルトランス 

フォーメーション(ＤＸ） 

新型コロナ危機を契機に 

変革する社会 

脱炭素社会と 

カーボンニュートラル 

多様性を支え活かす 

ダイバシティ社会と 

イノベーションを創発する空間

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 

まちづくりに 

求められること

〇インフラの多重化 

〇災害による被害の最小化 

〇迅速な復旧・復興 

〇都市課題への ICT技術の活用

〇都市活動の再現・予測 

〇公共データのオープンデータ化

〇新たな生活・働き方への対応 

〇身近な地域資源の多面的な 

活用 

〇建物・街区レベルでの省エネ化 

〇みどりの保全・創出 

〇交通分野の温暖化対策の推進 

〇創造的活動を支える空間づくり

〇観光における滞在・交流空間づ

くり 

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 

新たな 
まちづくりの 

視点

多様なリスクの想定と 

まちの柔軟な対応力 

新たな技術を活かした 
ひとによりそう 

空間・環境 

身近なまちの魅力を 
再発見できる 

新しい暮らし方 

地域で目指す 

脱炭素社会の実現 

多様なひとが出会い 

活躍を広げる環境 

改定テーマ ひと中心のまちづくり ～都市生活の質の向上～

品川区まちづくりマスタープランの改定の方向性について

令和４年３月２９日 （第２回 ）

品川区まちづくりマスタープラン

改 定 委 員 会

【 資 料 ２ 】

■マスタープランの改定では、 

「社会情勢の変化」、「関連計画の策定･改定」、「アンケートの結果」、「まちづくりの現状と動向」、「まちづくりの成果と課題」を踏まえて方向性を定めます。 

社会情勢の変化 関連計画の策定・改定 アンケートの結果 まちづくりの現状と動向 まちづくりの成果と課題

方向性 

これまでの取り組みを継承しつつ、 変化に対応した新たなまちづくりの視点を追加 

着実なまちづくりの進展を確認 

■方向性から、 

新たなまちづくりの視点を整理し、改定テーマを設定します。 

① ② ③ ④ ⑤ 

１．改定の方向性

２．改定テーマ

変化への対応が必要 変化への対応が必要 



「安全」が長期基本計画の政策分野の一つ 

改定マスタープランでは「強靭なまち」を重点分野とします 

「災害に強く安全性の高いまちの構築」、 
「災害からの安全・安心」が最も重要、必要と回答 

３．重点分野

■改定テーマの実現に向けて、 

「社会情勢の変化」、「関連計画の策定･改定」、「アンケートの結果」から重点的に取り組むべき分野を設定します。 

社会情勢の変化 アンケートの結果 関連計画の策定・改定 

現在の満足度と今後の重要度、今後必要なこと 大規模災害の多発 

国による国土強靭化の推進や 
災害に対する備えの重要性の高まり 

品川区長期基本計画の改定 

●「品川区まちづくりマスタープラン」での８つのまちづくりの目標に 

ついて、現在の満足度と今後の重要度について１つお答えください。 

●あなたがお住まいの地域に今後必要なことは何ですか。 

２つ選択ください。 



分野タイトルと 
まちづくりの目標 
見直し案

新たなまちづくりの視点 改定テーマ

多様なリスクの想定

とまちの柔軟な 

対応力 

新たな技術を 

活かしたひとに 

よりそう空間・環境

身近なまちの魅力

を再発見できる 

新しい暮らし方 

地域で目指す 

脱炭素社会の実現 

多様なひとが 

出会い活躍を 

広げる環境 

ひと中心のまちづくり 
～都市生活の質の向上～

↓ ↓ ↓ ↓ ↓現行ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝの分野・目標 改定ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝの分野・目標（案）

土地利用と

開発誘導 

魅力的で活力とにぎ
わいのある市街地の
維持・発展 

＋ 〇都市拠点の安全確保 

〇リアルタイムのひとの
流れ・ニーズの変化に
対応した移動環境・都
市機能・空間の創造・
柔軟な活用 

〇脱炭素を指向する建
築・開発（ＺＥＢ）の誘
導 

〇創造的活動を育てる
多様なオープンスペ
ースの誘導 

土地利用と
開発誘導

活力ある拠点と歴史あ
る地域が魅力を高め合
うまち 

防災 

まちづくり
災害に強く安全性の
高いまちの構築 ＋

〇水災害へのリスク対
応（広域避難・垂直避
難等を想定した空間
創出） 

〇情報活用と共助の力
によるリスクの見える
化と迅速な避難誘導 

〇災害と感染症拡大の
複合的なリスクを想
定した避難のしくみづ
くり 

○多様な人材の力を生
かした共助のしくみづ
くり 

重点 

強靭なまち
様々なリスクにしなやか
に対応できるまち 

都市基盤 
すべての人にやさしい
便利で安全な交通・歩
行環境の整備 

＋
〇避難・物資輸送のルー
トの多重化 

〇情報を介したシームレ
スな移動サービスと
公共交通のネットワ
ーク 

〇自動車利用の変化を
踏まえた「ひと中心の
まち」「歩きたくなる
まち」のための道路空
間の再編 

〇効率的なエネルギー
基盤の導入誘導 

〇走行時に温室効果ガ
スを出さない自動車
等の利用環境づくり 

○ひとの移動・活動を活
発にする多様な乗物・
移動サービス 

〇道路を交流の場に変
えるなど柔軟な活用 

都市基盤
ひとの移動や活動をや
さしく支え、歩きたくな
るまち 

水とみどり
水とみどり豊かなやす
らぎとうるおいのある
都市空間の保全・再生

＋
〇目黒川を活かした避
難・物資輸送ルートの
確保 

〇快適な都市空間情報
と効果的な空間活用 

〇水辺や緑地等の屋外
空間の快適性を活か
した柔軟で多様な空
間活用 

○ここちよい風の流れ
をつくるネットワーク 

〇温室効果ガスを吸収
する多様なみどりの
創出 

〇公共空間を活用した
居心地の良い居場所
づくり 

水とみどり
水とみどりから居心地の
よい空間がつながり、広
がるまち 

都市景観 
魅力ある都市景観の
創出と歴史ある景観
資源の保全・活用 

＋
〇世界・仮想空間での多
様な人々・活動とつな
がるまちの魅力創造 

〇身近なまちの歴史性・
環境等を活かした過
ごし方、ヒト・モノ・コト
の魅力創造 

〇仕事ついでの滞在が
新しい体験・交流に広
がり、多様なひとを惹
きつける空間づくり
（都市型ワーケーション等）

都市景観
地域固有の界隈性を楽
しみ魅力・活力を継承創
造するまち 

環境 

まちづくり

環境負荷が低くエネル
ギー効率の高い市街
地の形成 

＋
〇自律分散型エネルギ
ーシステムの導入 

〇創エネと省エネ・エネ
ルギー利用の見える
化・最適化 

○街区・エリア単位での
脱炭素・エネルギー利
用等のマネジメント 

環境・ 

エネルギー

エネルギーを効率よく
使い、快適に暮らせる
まち 

住まいと 

住生活 

誰もが安心し快適で
暮らしやすい住環境の
整備 

＋

○ライフステージの変化
に合わせて住み続け
られる住宅のマッチン
グ 

〇身近なまちでの過ご
し方や働き方の多様
化に対応した住宅の
誘導 

〇家庭内の電気を最適
化 す る 仕 組 み
（ＨＥMＳ）の導入 

〇しごと、交流、創造的
活動、滞在の境目の
ない多機能な空間創
造 

都市生活と

住まい

多様なスタイルで豊かに
生活し、住み続けられる
まち 

計画の実現
に向けて

自主・自立・協働のま
ちづくりの推進 ＋

○データを駆使したま
ち・ひと・都市活動の
モニタリングと課題解
決 

○多様な機能をもつ都
市空間・都市基盤を多
面的に活かす 

○様々なチャンネルのコ
ミュニケーションで多
様な力を活かす 

まちづくり
の 

マネジメント

多様なひとの力と地域
の潜在力を活かせるま
ち 

■方向性、改定テーマ、重点分野から、 

改定マスタープランの分野と目標を整理します。 

４．改定マスタープランの分野と目標


